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発達障害の作業療法にかかわる

ものにとって，発達障害について

正しく知ることは最も大切であ

る．本誌の第 1章では，医学的見

地からの発達障害の定義および歴

史的変遷，日本の発達障害関連支

援施策，OT の経験知，日本作業

療法士協会が取り組む学校 OT

に関する情報，当事者の求める視

点，発達障害と精神科医療との連

携について明確な解説がなされ，

関心のあるすべての読者にとって

最も基本的かつ大切な情報を提供

している．

第 2章では，わが国で実施され

ている発達障害児・者支援の現状

と課題，将来への視点について，

医療，福祉，教育，就労，家庭生

活，地域生活，性教育にわたる幅

広い領域における取り組みが集約

されている．発達障害に対する支

援は，幼少期から老年期まですべ

てのライフステージにわたり，住

み慣れた地域で，発達障害がある

当事者も一般市民も，共に継続的

かつ健やかに生活するための包括

的な支援が求められる時代であ

る．日本の作業療法の歴史を振り

返れば，発達期に発達の遅滞や心

身機能構造面に障害があるすべて

の子どもたちを対象とした医療・

療育における長い実践がある．し

かし，2005 年（平成 17 年）に発達

障害者支援法が施行され，発達障

害の啓発，都道府県での発達障害

者支援センター設置等，発達障害

児者の自立と社会参加の援助につ

いて国・自治体の責務が規定され

たことを受け，発達障害がある子

どもの早期発見，早期支援が推進

され，専門家チームの一員として，

地域における OT の需要が高ま

りつつある．しかしながら，たと

えば福祉型の障害児通所支援とし

て児童発達支援，医療型児童発達

支援，放課後等デイサービス，保

育所等訪問支援等，就学前から就

学後にかけての複数のサポート体

制があるなかで，そこで行われる

支援が具体的にどのような内容な

のか，またOTに求められる役割

とは何かをイメージできる OT

は多くはないであろう．また，教

育の現場においても，発達障害は

スペクトラムの概念であることか

ら，その障害像が幅広く，知的能

力障害や適応能力障害の併存とそ

の程度によって，小学校，中学校

の通常級，特別支援学級，通級指

導学級，高等学校，大学，特別支

援学校の小学部，中学部，高等部

（普通科，就業技術科，職能開発科）

等に在籍している．OT は特別支

援教育における専門家の一員とし

て教員の後方支援を担い，発達障

害の特性に応じ適切な教育が受け

られるよう，合理的配慮を提案で

きる職種でもある．しかしこの領

域も，多くのOTにとっては新し

い領域であろう．加えて，思春期

からの第 2次性徴期における問題

行動，就労，結婚，出産，育児，

家庭生活等，成人に至るライフス

テージのさまざまな場面で生じる

課題も含め，本章は非常に読者の

理解を助ける内容となっている．

第 3章では，発達障害の作業療

法で実際に用いられている代表的

な評価・治療・支援方法が紹介さ

れている．OT が何らかの治療・

支援を実践するとき，そこには根

拠がなければならない．情報収集

や観察から得られる情報に加え，

認知機能，コミュニケーション，

ADL，感覚処理，協調運動等，発

達障害がある対象者にみられる特

性をとらえる評価を実施すること

で，治療・支援立案の指針となり，

また対象者の変化を客観的に把握

することができ，多職種連携の中

でも共通理解を得られる手段とな

る．本章では，評価とそれに関連

する治療・支援内容が並行して紹

介されているのがとてもいい．

第 4章では事例が紹介されてい

る．その事例もライフステージと

いう共通概念を背景に執筆されて

おり，本誌全体を統括する内容で

あると思う．すべての記事がそれ

ぞれ現場の第一線で活躍している

OT により執筆されているので，

説得力があり，読者にとって有用

な情報となるであろう．

最後に，最近，高齢者の訪問リ

ハに興味をもち就職した卒業生か

ら，「訪問で発達障害児を担当す

ることになり，どうしてよいのか

わからない」という相談を受ける

ことが増えてきた．また別の機会

には，「90 歳の母親が発達障害だ

が，どうしたらよいだろうか」と

いう相談を受けた．統計では発達

障害領域にかかわる OT は全体

の 3％ととても少ないが，こうし

たかたちで発達障害がある対象者

は増加し，おそらく領域を超え，

すべての作業療法の臨床に関係し

てくると思われ，そういう意味で

も多くの OT にお勧めしたい一

冊である．
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